
大阪有機化学工業グループでは、ステークホルダーの皆さまとの建設的な対話を

通じ、未来の子どもたちが幸せにくらせる持続可能な社会を共創してまいります。

基本的な考え方

ステークホルダー・エンゲージメントの取り組み

大学での講義およびグループディスカッション（同志社大学）

「CSRレポートを通してサステナブルな社会を考える」をテーマに講義を行いました。
また、グループディスカッションでは、「脱炭素社会における化学会社の未来像と役割期
待」をテーマに、講義をもとに話し合っていただき、最後にグループで発表を行ってもら
いました。
講義およびディスカッションを通して学生の前向きな感想を頂き、勇気をもらいました。

参加いただいた学生さんのご意見・ご感想
・産業全体のイノベーションを支えている化学会社の地位の向上をめざし、その魅力を不特定多数の沢山の人に伝えてほしい。
・サステナブルな社会をめざしていくにあたって、発想次第で化学は味方に変わるということがわかった。
・これまで化学会社と環境は相反するものだというイメージがあったが、環境問題に熱心に取り組まれていることを知り、ネガティブな
  イメージが一掃されました。

第三者意見ステークホルダー・エンゲージメント

第三者意見をいただいて

大阪有機化学工業株式会社
経営企画本部長

渡辺 哲也

ＣＳＲ経営評価意見書はウェブサイトに掲載しています。https://www.ooc.co.jp/csr/report/

大阪有機化学工業グループは、昨年に引き続き、

今年度のCSRレポートの作成につき、CSR経営

活動に関する評価を株式会社環境管理会計研

究所に依頼し、第三者意見を表明していただきま

した。

当レポートに記載された当社グループのCSR

活動については、國部克彦氏（神戸大学大学院

経営学研究科教授）および公認会計士の梨岡

英理子氏から、当社の渡辺哲也経営企画本部長が

インタビューを受けるとともに、当社CSR担当が

質疑を受けております。

その際、当社から統合報告書を見据えた今後の

スケジュールをもとに今年度のCSRレポートの

位置づけの説明を行い、昨年度のCSR活動の

総括と自己評価の説明を行った上で、価値創造

モデル、カーボンニュートラル、マテリアリティと

KPIについての社内マネジメントおよび今後の

課題について、質疑応答が活発に行われました。

これらの取り組みをもとに、当社グループのCSR

活動に対する総評と助言をまとめた意見書を

いただきました。

昨年度、当社グループにとって最初となるCSRレポートを発行いたしました。今回の

レポートでは、前回ご指摘いただいた点はもちろんのこと、各ステークホルダー様からの

さまざまなご意見を参考に、KPIおよび目標値を設定し、CSR課題の具体化に努めました。

今後は、アウトプットやアウトカムについても、概念を指標化し開示することで、よりわかり

やすいレポートにしていきます。

今回はカーボンニュートラルについて、具体的な数値目標を設定しました。事業を拡大

しながら、温室効果ガスの排出量を削減していくことは、当社グループのような化学企業に

とって、非常にハードルが高いものです。しかし、必ず成し遂げなくてはならないことで

あると認識しています。そして、その実現には、社内の技術革新だけでなく、社外の新技術を

取り入れていくことが必要です。幸い当社グループは、新たな技術の導入に対し、とても

積極的で柔軟な社風です。そういった点も含め、今回開示しきれなかった事項については、

ホームページや、今後のレポートで開示してまいります。また、その他の目標に対しても、

数値を設定するだけではなく、実現していくことの難しさと責任は十分に理解しています。

具体的な施策を実行することは当然として、さらにチャレンジングな目標を立てられるように、

社員の意識を高め、皆で知恵を絞っていきたいと思います。

社会課題の解決につながるような新製品を提供していかなくては、社の持続的な繁栄は

あり得ません。当社グループ内の力だけでなく、大学などの研究機関や、ベンチャー企業を

含む他社との連携も模索しながら、引き続き「社会に役立つ」新製品の開発に邁進いたし

ます。

ステークホルダー 主な対話の方法・機会

●日々の営業活動
●Ｒ＆Ｄ/品質会議　４～5件/月
●品質監査　　　　1件程度/月

●日々の調達活動
●サプライヤー監査　　　１件程度/月
●技術・品質ミーティング　1～2件/月
●安全講習会（物流事業者対象）
　金沢工場/酒田工場　　　各1回/年　

●株主総会
●個人投資家向け説明会　東京/大阪  各1回/年
●機関投資家向け説明会　東京　　　  ２回/年
●ONE-on-ONEミーティング
　　　　　　　　　　　  30～40回/四半期
●事業報告書/有価証券報告書

●従業員エンゲージメント調査　1回/年
●所属長との面談　6回/年
●入社３年以内従業員との面談　58名（100％実施）
●社内報　２回/年
●経営理念浸透に関する説明会  ２回/年：管理職対象

●地域団体・イベントへの参加     2～3回/月
●大学との共同研究　3テーマ
●学生との対話　　　 2回/年

お客様

お取引先様

株主・投資家

従業員

地域社会

主な対話窓口

営業部門
品質保証部門

購買部門
エンジニアリング部門
品質保証部門
業務部門（運送関連）

IR広報部門
経営企画部門

総務部門
経営企画部門

総務部門
経営企画部門
事業所
技術部門
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